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今
年
度
の
補
助
制
度
で
、
大

き
な
目
玉
な
っ
て
い
る
の
が
、

子
育
て
世
帯
・
若
者
世
帯
夫
婦

の
住
宅
取
得
に
対
し
て
、
補
助

を
行
う
こ
ど
も
み
ら
い
住
宅
支

援
事
業
だ
。

補
助
金
額
は
、
新
築
住
宅
の

場
合
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
で
１
０
０
万
円
、

認
定
長
期
優
良
住
宅
な
ど
で

80
万
円
、
省
エ
ネ
基
準
に
適
合

す
る
住
宅
で
は
60
万
円
だ
。
一

方
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
、
補

助
額
は
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
内

容
に
応
じ
て
変
わ
り
、
最
大
で

60
万
円
と
な
る
。

申
請
期
限
は
、
昨
今
の
原
油

高
・
物
価
高
騰
に
よ
る
住
宅
価

格
上
昇
へ
の
対
策
と
し
て
５
カ

月
間
延
長
さ
れ
、
２
０
２
３
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
た
。
た

だ
し
、「
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す

る
住
宅
」
は
今
年
６
月
末
ま
で

に
契
約
し
た
も
の
に
変
更
さ
れ

て
お
り
、
注
意
が
必
要
だ
。

Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
対
す
る
補
助
制
度

も
手
厚
い
。
こ
れ
か
ら
申
請
が

可
能
な
も
の
で
は
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
支

援
事
業
、次
世
代
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋（
注

文
住
宅
）
支
援
事
業
、
次
世
代

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
実
証
事
業
の
３
つ
。

Ｚ
Ｅ
Ｈ
支
援
事
業
で
は
、
通

常
の
「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
」、
さ
ら
な
る

省
エ
ネ
を
実
現
し
た
「
Ｚ
Ｅ
Ｈ

＋
」
に
補
助
。

一
方
、次
世
代
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋（
注

文
住
宅
）
実
証
事
業
で
は
、
Ｚ

Ｅ
Ｈ
＋
の
要
件
を
満
た
し
た
う

え
で
、
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

や
Ｖ
２
Ｈ
充
電
設
備
（
充
放
電

設
備
）
の
設
置
な
ど
、
５
つ
の

要
件
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
つ
以

上
を
導
入
す
る
住
宅

に
補
助
す
る
。

次
世
代
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

実
証
事
業
は
、
Ｚ
Ｅ

Ｈ
＋
の
要
件
を
満
た

し
、
蓄
電
シ
ス
テ
ム

ま
た
は
Ｖ
２
Ｈ
充
電

設
備（
充
放
電
設
備
）

の
い
ず
れ
か
を
導
入

し
た
う
え
で
、
自
家

発
電
し
た
創
エ
ネ
の

自
家
消
費
量
拡
大
を

図
る
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ

技
術
等
に
よ
る
最
適

制
御
を
行
う
仕
組
み

を
備
え
た
住
宅
に
対

し
補
助
す
る
。

省
エ
ネ
性
能
の
レ

ベ
ル
が
高
く
な
る
ほ

ど
補
助
額
は
大
き
く

な
り
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
は

１
０
０
万
円
、
次
世

２
０
２
２
年
度
の
省
エ
ネ
住
宅
に
対
す
る
補
助
制
度
の
公
募
、申
請
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
年
度
の
住
宅
取
得
支
援

策
は
、よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
性
能
を
持
つ
省
エ
ネ
住
宅
の
普
及
拡
大
を
目
指
し
た
施
策
が
充
実
、補
助
制
度
で
は
補

助
額
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。こ
こ
で
は
、こ
れ
か
ら
の
公
募・申
請
が
可
能
な
省
エ
ネ
住
宅
の
補
助
制
度
を
中
心
に

紹
介
す
る
。�

（
２
０
２
２
年
５
月
31
日
時
点
の
情
報
で
す
。今
後
、内
容
が
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

こ
ど
も
み
ら
い
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
、既
存
住
宅
な
ど

脱
炭
素
化
に
向
け
充
実

T O P I C S

断熱等性能等級の等級6・7の開始が10月1日に決定
国土交通省・消費者庁
住宅性能表示制度の断熱等性能等級で新設される上位等級、等級6と等級7の施
行日が10月1日に決定した。国土交通省と消費者庁が3月25日に官報に告示した。

G1～G3の「住宅システム認証」をスタート
（一社）20年先を見据えた日本の高断熱住宅研究会
住宅外皮水準G1～G3水準の「住宅シナリオ」に適合する住宅システムの認証制
度をスタートした。「環境の質を表す室温：NEB」「省エネルギー：EB」の評価指標
に適合する住宅のシステムを認証する。

代
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
実
証
事
業
で
は

１
１
２
万
円
と
な
る
。

さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル
の
省
エ

ネ
住
宅
に
対
す
る
補
助
も
あ

る
。
国
土
交
通
省
で
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ

Ｍ
住
宅
整
備
推
進
事
業
を
実

施
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
に
戸
あ
た

り
１
４
０
万
円
を
補
助
す
る
。

Ｚ
Ｅ
Ｈ
レ
ベ
ル
へ
の
改
修

を
支
援
す
る
新
規
補
助
も

リ
フ
ォ
ー
ム
も
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
は
、
長
期
優
良

住
宅
化
を
図
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
を
支
援
す
る
長
期
優
良
住
宅

化
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。今
年
度
は
、事
業

タ
イ
プ
は
評
価
基
準
型
と
認
定

長
期
優
良
住
宅
の
２
タ
イ
プ
で

実
施
。
補
助
額
は
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
実
施
後
の
住
宅
性
能
に
応

今後の申請が可能な戸建の省エネ住宅関連の主な補助制度など
名称・事務局URL　 概要 補助金額 公募・申請期間など

新築

ZEH支援事業（ZEH・ZEH＋）
https://sii.or.jp/

ZEHロードマップの「ZEH」
の定義を満たし、（一社）環境
共創イニシアチブに登録され
ているZEHビルダーが関与
するZEHおよび、省エネ基準
から25％以上の一次エネル
ギー消費量削減など、さらな
る省エネの実現を図ったZEH
＋に対し補助する。

ZEH55万円/戸、ZEH+100
万円/戸。補助対象住宅に
蓄電システムやCLT、地中熱
ヒートポンプシステムなどを
採用する場合は別途補助あ
り。

公募は四次まで予定。公募
期間は二次が7月4日～8月
12日、三次が8月29日～10
月7日、四次が11月21日～
2023年1月6日。

次世代ZEH＋（注文住宅）
実証事業
https://sii.or.jp/

ZEH＋の要件を満たしたうえ
で①蓄電システム②V2H充
電設備（充放電設備）③燃料
電池④太陽熱利用温水シス
テム⑤太陽光発電システム
10kW以上――のいずれか
一つを導入した次世代ZEH
＋に対し補助を行う。

100万円/戸。蓄電システム、
燃料電池、V2H充電設備、太
陽熱利用温水システムを導入
する場合、別途加算あり。

公募は二次まで予定。一次は
5月20日～8月12日、二次が
8月29日～11月18日。

次世代HEMS実証事業
https://sii.or.jp/

ZEH＋の要件を満たし、かつ
蓄電システムまたはV2H充
電設備（充放電設備）のいず
れかを導入。さらに、創エネ
ルギーの自家消費量を拡大
することを目的に、AI・IoT技
術等による最適制御を行う仕
組みを備えた住宅に補助。

112万円/戸。電システム、
燃料電池、V2H充電設備、太
陽熱利用温水システムを導入
する場合、別途加算あり。

7月11日～8月19日

LCCM住宅整備推進事業
https://lccm-shien.jp/

使用段階のCO2排出量に加
え、ライフサイクル全体（建
築から解体・再利用まで）を通
じてのＣＯ２の収支をマイナ
スにする住宅に対する補助制
度。

140万円/戸。 2022年5月31日現在で未発
表。

新築
リフォーム

こどもみらい住宅支援事業
https://kodomo-mirai.
mlit.go.jp/

子育て世帯または若者夫婦
の住宅取得に伴う負担軽減、
また、省エネ性能を持つ住宅
ストックの形成を図るため、
子育て世帯または若者夫婦
世帯による高い省エネ性能を
持つ新築住宅の取得、すべて
の世帯を対象とする住宅の省
エネ改修などに対して補助す
る。

新築住宅①ZEHなど100万
円/戸②長期優良住宅など高
い省エネ性能を有する住宅
80万円/戸③省エネ基準に
適合する住宅60万円/戸
リフォームは、リフォーム工事
内容に応じて変動。子育て世
帯または若者夫婦世帯で既
存住宅を購入し、リフォーム
を行う場合は1戸あたり60万
円が上限。

交付申請期限は2023年3月
31日まで（ただし、新築住宅
における省エネ基準に適合す
る住宅は2022年6月末まで
に契約したものに限る）。

リフォーム

長期優良住宅化リフォーム
推進事業
http://www.choki-r-shien.
com/r4/index.html

良質な住宅ストックの形成お
よび子育てしやすい環境整備
を図るリフォームに対し補助。
評価基準型と認定長期優良
住宅型の２つの事業タイプで
募集。高度省エネルギー型は
廃止。

評価基準型は100万円/戸、
認定長期優良住宅型は200
万円/戸。三世代同居対応改
修工事を実施するなどした場
合は、上限がそれぞれ50万
円加算される。

事業者登録に加えて、住宅登
録が必要。通年申請タイプの
事業者登録受付期間は11月
下旬まで、住宅登録は12月
下旬まで、交付申請の受付は
12月下旬までを予定。

住宅エコリフォーム
推進事業

既存住宅をZEHレベルの高
い省エネ性能へ改修する場
合に補助。建て替えを含む改
修のほか、省エネ診断、省エ
ネ設計等についても補助す
る。

補助限度額は戸建住宅の場
合で51万2700円/戸を予
定。

2022年5月31日現在で未発
表。

住宅・建築物
省エネ改修推進事業

地方公共団体の取組と連携し
て既存の住宅・建築物の省エ
ネ改修を効果的に促進する。

戸建住宅で、補助限度額（国
の補助額（交付率11.5%の
場合））は、省エネ基準適合レ
ベルの場合で38万3300円/
戸、ZEHレベルで51万2700
円/戸。

2022年5月31日現在で未発
表。

次世代省エネ建材の
実証支援事業
https://sii.or.jp/

省エネ改修の促進が期待さ
れる工期短縮可能な高性能
断熱材や、快適性向上にも資
する蓄熱・調湿材等の次世代
省エネ建材の効果の実証を
支援する。外張り断熱、内張
り断熱、窓断熱の３つの区分
を設定。

外張り断熱を１～４地域で行
う場合400万円/戸、５～８地
域の場合は300万円/戸。

公募は三次まで。一次が5月
9日～8月26日、二次が9月5
日～10月21日、三次が10月
31日～11月30日を予定。

2022年度
省エネ 
住宅の 

補助制度

じ
て
１
０
０
万
円
～
２
０
０
万

円
。
上
限
の
増
額
条
件
も
設
け

ら
れ
て
い
る
。

補
助
を
利
用
す
る
場
合
は
、

事
業
者
登
録
に
加
え
て
、
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
住
宅
の
登
録

も
必
要
だ
。

加
え
て
、
国
土
交
通
省
で
は

Ｚ
Ｅ
Ｈ
レ
ベ
ル
へ
の
省
エ
ネ

改
修
を
支
援
す
る
住
宅
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
、
住
宅
・

建
築
物
の
ス
ト
ッ
ク
の
省
エ
ネ

化
に
補
助
な
ど
を
行
う
住
宅
・

建
築
物
省
エ
ネ
改
修
推
進
事
業

の
２
つ
の
支
援
策
を
新
た
に
行

う
予
定
。

省
エ
ネ
診
断
や
省
エ
ネ
設
計

な
ど
に
対
し
て
も
補
助
が
行

わ
れ
、
補
助
限
度
額
は
Ｚ
Ｅ
Ｈ

レ
ベ
ル
の
場
合
で
戸
あ
た
り

51
万
２
７
０
０
円
と
さ
れ
て
い

る
。



玄関に入った瞬間ホッとする、そんな家づくりを
東日本大震災を転機に性能重視の家づくりに舵を切る

10年に及ぶ自らの仮設住宅暮らしを踏まえ、暖かで快適な高性能な家づくりを
積極的に続ける吉田建設。新たに建設した吉田社長の自宅は、真壁構造ながら
UA値0.22、C値0.2という超高性能住宅だ。

ご採用ビルダー CloseUp

吉
田
建
設
は
岩
手
県
陸
前
高

田
市
で
木
造
住
宅
の
ほ
か
、
保

育
園
な
ど
大
型
木
造
な
ど
も
多

く
手
が
け
て
い
る
。
住
宅
は
、

高
気
密
・
高
断
熱
住
宅
に
力
を

入
れ
て
い
る
が
、
大
き
な
転
機

と
な
っ
た
の
が
東
日
本
大
震
災

で
あ
っ
た
。

先
代
の
社
長
が
被
災
し
、
吉

田
さ
ん
が
急
遽
、
社
長
を
継
ぐ

こ
と
に
な
っ
た
が
、
社
屋
は
５

吉
田
建
設
の
家
は
温
か
い

そ
う
言
わ
れ
た
く
て
研
鑽

ｍ
の
津
波
に
流
さ
れ
、
吉
田
社

長
も
仮
設
住
宅
暮
ら
し
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。「
何
も
か
も
無

く
な
っ
た
な
か
で
の
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
」
と
い
う
。

陸
前
高
田
市
は
東
北
と
言
っ

て
も
県
南
に
位
置
し
、
断
熱
に

対
す
る
一
般
ユ
ー
ザ
ー
の
意
識

は
決
し
て
高
い
と
は
い
え
ず
、

高
気
密
・
高
断
熱
住
宅
の
普
及

も
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。「
当

時
、
し
っ
か
り
と
し
た
換
気
の

知
識
も
な
か
っ
た
の
で
、
気
密

住
宅
と
言
え
ば
全
部
屋
ロ
ス
ナ

イ
と
言
う
イ
メ
ー
ジ
し
か
な

く
、
当
時
の
坪
単
価
50
万
円
程

度
の
な
か
で
そ
れ
ら
を
行
う
の

は
無
理
、
お
客
様
も
説
得
で
き

な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
」
と

い
う
。
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
施
工

面
で
の
課
題
な
ど
か
ら
、
積
極

的
に
気
密
化
、
断
熱
化
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。

考
え
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た

の
は
東
日
本
大
震
災
だ
。
仮
設

住
宅
暮
ら
し
で
の
辛
い
生
活
が

続
く
な
か
「
や
は
り
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
住
宅
に
住
ん
で
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
思
い
が
日
増
し

に
強
ま
っ
た
。
２
０
２
０
年
に

向
け
た
省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務

化
に
向
け
た
動
き
な
ど
住
宅
を

め
ぐ
る
環
境
の
変
化
も
後
押
し

し
た
。「
三
気
仙
で
、
高
気
密
・

高
断
熱
を
率
先
し
て
取
り
組
も

吉田社長は、どこまで無暖房化ができるかを追求

う
」
と
性
能
重
視

の
家
づ
く
り
へ
と

舵
を
切
っ
た
。

手
掛
け
た
本
格

的
な
高
気
密
・
高

断
熱
住
宅
は
Ｃ
値

０
・
７
。80
坪
の
日

本
家
屋
で
性
能
が

出
し
に
く
い
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
た

が
「
悔
し
く
て
、

や
る
か
ら
に
は
一

番
に
な
り
た
い
。

吉
田
建
設
の
家
は

暖
か
い
な
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
」
と
、
さ
ら

に
社
内
で
勉
強
会

を
開
催
す
る
な
ど

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
積
み
、
研

鑽
を
重
ね
て
、
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
。
目
指
し
た
の
は

「
玄
関
を
入
っ
た
瞬
間
に
ホ
ッ

と
す
る
家
」
だ
。

ど
こ
ま
で
無
暖
房
が
可
能
か 

満
を
持
し
て
自
宅
を
建
設

現
在
、
吉
田
建
設
が
手
け
る

住
宅
の
標
準
的
な
ス
ペ
ッ
ク

は
、
壁
が
高
性
能
グ
ラ
ス
ウ
ー

ル
１
２
０
ｍｍ
、
天
井
が
高
性
能

グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
２
１
０
ｍｍ
で
、

開
口
部
は
樹
脂
サ
ッ
シ
ま
た
は

ア
ル
ミ
樹
脂
複
合
サ
ッ
シ
を
使

い
分
け
る
。Ｕ
Ａ
値
は
０
・
５
前

後
、
気
密
は
住
宅
に
も
よ
る
が

Ｃ
値
０
・
３
程
度
と
な
っ
て
い

る
。お

施
主
様
へ
の
説
明
は
今
で

も
苦
労
が
あ
る
と
い
う
。
性
能

を
高
め
る
た
め
に
あ
る
程
度
の

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
は
免
れ
な
い
。

し
か
し
「
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト

を
抑
え
て
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
何

の
意
味
も
な
い
。
イ
ニ
シ
ャ
ル

コ
ス
ト
を
少
し
で
も
上
げ
て
い

た
だ
き
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
下
が
る
分
を
ご
自
分
の
資
産

と
し
ま
し
ょ
う
」
と
提
案
し
て

い
る
。

高
気
密
・
高
断
熱
の
家
づ
く

り
を
進
め
る
な
か
で
、
満
を
持

し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
自
宅
の

建
設
だ
。
約
10
年
間
に
及
ぶ

仮
設
住
宅
の
暮
ら
し
が
終
わ

り
、
吉
田
社
長
が
目
指
す
理
想

の
家
の
具
現
化
に
取
り
組
み
、

２
０
２
１
年
９
月
に
暮
ら
し
始

め
た
。

広
さ
は
55
坪
、
真
壁
構
造
の

二
階
建
て
で
、
最
も
重
視
し
た

の
は
「
温
度
差
の
な
い
家
づ
く

り
」
で
あ
る
。
仕
様
は
、
壁
が

高
性
能
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
の
充
填

１
２
０
ｍｍ
＋
付
加
断
熱
45
ｍｍ
、

屋
根
は
高
性
能
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル

３
６
０
ｍｍ
、
開
口
部
は
樹
脂

サ
ッ
シ
で
、基
礎
断
熱
を
施
す
。

Ｕ
Ａ
値
は
０
・
２
２
、
Ｃ
値
は

０
・
２
と
、真
壁
構
造
な
が
ら
非

常
に
高
い
性
能
を
実
現
し
た
。

暖
房
は
輻
射
熱
暖
房
温
水
パ

ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
を
採
用
し
た
。

冷
水
を
流
す
こ
と
で
冷
房
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
パ
ッ
シ
ブ
的
な
考
え
方

を
導
入
し
、
家
中
に
空
気
が
回

る
よ
う
に
設
計
し
た
。
こ
の
自

宅
は
同
社
の
実
験
的
な
要
素
を

持
ち
、
冬
季
に
は
室
温
が
20
℃

に
な
る
よ
う
に
設
定
し
、
家
中

の
温
度
を
測
定
し
て
い
る
が
、

毎
朝
６
時
の
測
定
結
果
で
は
、

例
え
ば
２
月
の
外
気
温
マ
イ
ナ

ス
２
・
８
℃
時
一
番
寒
い
ト
イ

レ
で
20
・
４
℃
、吹
き
抜
け
の
あ

る
１
階
リ
ビ
ン
グ
、
２
階
ホ
ー

ル
で
21
・
２
℃
と
家
中
で
１
℃

の
差
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

た
だ
、
こ
れ
だ
け
高
い
性
能

は
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
「
や

木のぬくもりを大切にするのも吉田建設の大きな特徴
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り
す
ぎ
」
だ
と
話
す
。
自
宅
は

「
ど
こ
ま
で
無
暖
房
で
い
け
る

か
、
あ
る
意
味
、
実
験
的
な
取

り
組
み
」
で
あ
り
、
気
候
風
土

を
踏
ま
え
て
も
Ｕ
Ａ
値
０
・
５

程
度
で
気
密
が
し
っ
か
り
と
取

れ
て
い
れ
ば
温
度
差
の
な
い
快

適
な
家
づ
く
り
が
可
能
だ
と
い

う
。こ

の
家
の
も
う
一
つ
の
大
き

な
特
徴
は
、
木
を
ふ
ん
だ
ん
に

現
し
で
使
っ
て
い
る
こ
と
。
明

る
め
な
色
で
統
一
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
空
間
全
体
が
広
く
明

る
く
感
じ
ら
れ
る
。「
真
壁
構
造

と
し
て
で
き
る
だ
け
素
材
と
し

て
の
木
を
生
か
し
た
か
っ
た
」

と
話
す
。
吉
田
建
設
で
は
木
を

積
極
的
に
生
か
す
家
づ
く
り
を

行
っ
て
お
り
、例
え
ば
、床
材
な

ど
は
基
本
的
に
無
垢
を
提
案
、

社
屋
の
床
は
意
図
的
に
節
だ
ら

け
の
床
材
を
張
っ
て
い
る
。

家
を“
帰
り
た
く
な
る
場
所
”

と
表
現
す
る
吉
田
社
長
。
暖
か

な
家
づ
く
り
と
あ
い
ま
っ
て
、

木
に
囲
ま
れ
た
く
つ
ろ
ぎ
の
暮

ら
し
を
提
案
す
る
。
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